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武蔵野市立関前南小学校ＰＴＡ会則 
 

〈は じ め に〉 

一人一人の子どもが生かされ、すべての子どもが幸せに成長していくためには、すべての保

護者とすべての教師が、子どもについて考え合い、創造していく活動が必要です。 

そこで、みんなの意見を十分に生かし、学級を中心として学校全体を考え、地域社会と 

も協力し合いながら、みんなの力で発展する会にしたいと思います。 

 

〈会 の名 称〉 

この会は、「武蔵野市立関前南小学校ＰＴＡ」といいます。 

 

〈目 的〉 

この会は、保護者と教師が協力し、子どもの健全な成長と幸せを図ることを目的としま 

す。 

1. 子どもの健全な成長を図るために、活動します。 

2. 子どもとともによい社会をつくるための学習をします。 

3. 家庭・学校・社会の教育の充実に努めます。 

 

〈方 針〉 

1. 会員は、平等な権利と義務をもち、お互いの立場を尊重しながら、協力して会を進 

めます。 

2. この会は、自主的な団体であり、外部からの支配や統制・干渉を受けません。 

3. 特定な政党・宗教に偏らず、営利を目的とするようなことは行いません。 

4. この会は、教育問題について意見を述べ協力しますが、学校の管理や人事などには干渉

しません。 

5. 他の団体とも、必要があるときは協力します。 

 

〈会 員〉 

1. 会員は、本校児童の保護者と本校の教職員です。 

2. 会の目的に賛成する者が、決められた入会手続きによって会員となります。 

 

〈会 計〉 

1. この会の運営に必要な経費は、会費とその他の収入によって賄います。 

2. 会費は平等に負担し、総会で年額 2,１00 円と決めますが、この会の役員会の承認 

によって免除することもできます。 

3. 会員は、傷害賠償責任保険に加入します。 

4. 会計年度は 4月 1日に始まり、翌年の 3月 31日に終わります。 

5. 一・二学期中の転入生については会費の全額、三学期中の転入生については会費の半

額を徴収することとします。 
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〈組 織〉 

常に会員の意志にしたがって学級会を主体として活動が進められるように、私たちは次のよう

に PTA運営委員会の組織をつくります。（以下PTA運営委員会を運営委員会とよびます。） 

1. 学級会員から、せきなん委員 3名以上（内 2名以上は運営委員、１名は学級委員）を選び、

教師と合わせて学級委員会をつくります。 

2. 学年内の学級委員会を合わせて学年委員会をつくります。 

3. 各学級から選ばれた運営委員と学校から選ばれた教師 3 名とで運営委員会をつくります。 

4. 会長は、互選により次の役員を選びます。 

会 長 １名  副会長 ３～４名（保護者２～３・教師１） 

書 記 ５名（保護者４・教師１）  会 計 ３名（保護者２・教師１） 

選出された保護者役員は互選会後、会員の過半数の承認を得ることとします。 

5. 毎年、前年度会計、もしくは旧役員から 2名、教師から 1名の会計監査委員を選びます。    

6. 会長・副会長・書記・会計の任期は 4月1日から翌年の 3月 31日までの 1年間とします。

再任は 1年間を限度としますが、教師はこの限りではありません。会計監査委員の任期は

1年とします。 

7. 武蔵野市立小中学校PTA連絡協議会当番校および周年行事などの役員の任務に応じ、

運営委員会の承認の上、運営委員を増員することができることとします。 

 

〈運 営〉 

1. 学級委員会は、せきなん委員を中心にして学級活動の企画や運営をします。 

2. 学年委員会は、学年内の連絡・調整を図ります。 

3. 運営委員会は、総会につぐ議決機関で、全体の企画・運営や学年・学級活動の連絡・調

整を図ります。 

4. 運営委員会は、必要に応じて特別委員会をつくることができます。 

5. 運営委員会は、会長が必要と認めたとき、または構成員の 3 分の 1 以上の要求があった

ときに開きます。 

6. 運営委員会は、構成員の 2 分の 1 以上の出席で成立し、議事は出席者の過半数で決め

ます。 

7. 役員会は、会長・副会長・書記・会計で構成し、会務を整理し運営の円滑化を図ります。 

8. 各役員は、次の任務をもちます。 

会 長・・・この会の代表であり、運営委員会・役員会・総会を招集し、会全体の連

絡・調整を図ります。 

副 会長・・・会長を助け、会長に事故があるときはその代理をします。 

書 記・・・総会・運営委員会の通知を発送し、議事を正確に記録し、会員に知らせ

ます。 

会 計・・・総会が決定した予算に基づいて、一切の会計事務を整理し、総会にお

いて監査を経た決算報告をします。また、この会の財産を管理します。 

 

 

9. 会計監査委員は、この会の経理を監査し、必要に応じ随時、会計監査を行います。 
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会計監査は、監査の透明性を図るため、運営委員会から独立した役職となりますが、役職

としては運営委員と同格と考えます。次年度以降の運営委員の選出に当たっては、学級

委員や運営委員に加えて、会計監査を務めたことがあるか否かが考慮されます。 

 

〈総 会〉 

1. 総会は、全会員で構成され、この会の最高の議決機関です。 

2. 会の予算決算・活動方針・その他重要な事柄を総会にはかって決めます。 

3. 総会には定期総会と臨時総会があります。定期総会は、毎年度初めに開きます。 

臨時総会は運営委員会が必要と認めたとき、または、会員の３分の１以上の要求 

があったときに開きます。 

4. 総会は、会員の 6分の 1以上の出席で成立します。 

5. 総会の議事は、出席者の過半数で決めます。 

 

〈付 則〉 

この会則を改正するときは、総会の議決が必要です。また、この会の運営についての細かな

きまりは、このきまりに反しない限り、運営委員会で決めることができます。 

このきまりは、昭和 48年 4月 1日から実施します。 

改 正     昭和５６年４月  １日   <組織>４．６ 

改 正     昭和６３年３月 １日 

追 加     平成 ４年４月２８日   <会計>５ 

改 正     平成 ５年４月２７日   <名称変更> 

改 正     平成１０年４月２１日   <組織>４．６ 

改 正     平成１１年４月２０日   <組織>４ 

改 正     平成１５年３月１１日   <会計>３ 

変 更      平成２３年３月  ８日   表紙（会則から、PTAのしおりへ変更） 

改 正     平成２３年３月  ８日   <会計>５ 

改 正     平成２３年３月  ８日   <組織>１・３ 

追 加     平成２３年３月  ８日   <組織>７ 

改 正     平成２５年５月 ７日   <組織>１.５ 

削 除     平成２７年２月２５日   <ＰＴＡ会費集金方法>  

         変 更     平成２8年 5月 2日  ‹組織›４ 

                                ‹会計›２  

         追 加     平成 31年４月２７日  <運営>９ 
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【内 規】 

1.    弔慰規定 

    （１） 教職員全員 

           ① 死亡（本人）  ５，０００円 

 （２） 保護者会員 

           ① 死亡（本人）  ５，０００円 

（児童） １０，０００円 

改正 平成１３年４月２４日  

2.    餞別規定 

    （１）教・学校職員 一律 ２,０００円 

改正 昭和５９年５月 

改正 昭和６３年３月１日 

 

※その他不慮災害の場合、運営委員会にはかる。 

  ・会員外もこれに準ずる。 

 

3．  その他 

    吹奏楽クラブ全国大会出場時の御祝い金  10,000円 

               追加 平成 25年 5月 

  


